


































愿三郎、名を世育、字を叔果、通称を立蔵といった。金陵と号し、晩年に匏宇・天鬻老人と号した。二十二歳（一八二三）で亀田鵬斎・綾瀬に入門し、二十五歳（一八二六） 開塾。以後、火災等による転居を重ねながら主に下町で学を講じた 四十六歳（一八四七）で駿河田中藩（七代藩主正意）に仕官し、正意の七男正訥の教育に当たり、正訥を八 正寛の継嗣とすることに尽力。いわゆる幕末 公子や開明派幕臣 親交があり、嘉永～安政中には同志と国防問題を講究し、老中久世広周らに建議した。文久二年十二月十二日（
1863.1.31 ）に安井息軒・塩














































































































 編著者事項は、本文巻頭の編著者記載事項により、邦人著作については、原則として 本記載事項を表記通り記載し、異名等の は適宜（
　
）内に字号等を補った。漢








































































































































































































































































印記「逢原／堂印」 （白文長方印） 「文 叔」 （朱文正方


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































外題（題簽） 、内表紙「熊朋来経説」 、内題（巻首） 「熊先
日本漢文学研究 10
— 164 —













外題（表紙打付書） 「山草堂談経」 、内表紙「譚経周易」 、




































































































































































































































































































































































































印記「朝日／山房」 （朱文正方印） 「逸見氏蔵書」 （朱文長





















































































































































































































































































































































































































































































































































書末「戊寅一月旬六夕燈下閲了／世棟（円印「世棟」 ） 」 。









































































































































































































































































































































































































印記「逢原／堂記」 （白文正方印） 「晩翠／館蔵」 （白文正















































































































































































































































































































印記「■挙／翔集」 （朱文楕円印） 「逢原／堂記」 （白文正














































































































































































































































































































印記「小山氏／蔵書」 （朱文長方印） 「田／健」 （白文正方


















































































































































首） 「間居筆録」 、 「間居筆録」末「安永九年庚子正月廿九日旧本編定全業／善韶天明八年戊申七月十四日謄写句点／全業弘美
　














































































































































































































































印記「金沢／徳印」 （白文正方印） 「金沢／文庫」 （朱文正







































































































































































































































































































































































































外題（題簽） 「香国為政」 、印記「南朝／遺民」 （白文正方










印記「芳野／世秀」 （白文正方印） 「実／甫 正方






































































































































































































































































































































































































































































































































































唱和集」 （角書「四英獄窓」 ） 、見
返し「四英獄窓
　
唱和集／一名骨董集」 （角書「四英獄窓」 ） 、
内題（巻首） 「四英獄窓
　














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































版心題（刷） 「丹方彙編」 、印記「逢原／堂記」 （白文正方






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































廖錫恩詩稿十四行（蒙青山先生招、訪金陵老人於占春園、得陪諸君子―） 、沈文熒詩稿十四行（春風吹煙色芳華―）七行（久聞沈先生大名―）三行（今日何張二公使因有他約―）四行（三君中君似尤少年―）九行（敬悉厚意當以轉達公使十行（夙慕儒宗時深景仰―）二十八 前讀大著序文欣 無似―）四行（金陵老人是漢伏生―）二十一 在座諸君姓字―）六行（諸公已経見弊邦所謂桜花―）七行（侍酒者想是金陵老人孫曾輩六行（方今以詩名者何人―）六行（方今有許多鉅匠―）六行（貴邦詩曽 沈帰愚袁随園―）三行（聞有陳碧城者―）四行（古詩雖 聲調―）三行（唯詞曲一道僅用四聲―）三行（讀趙執信聲調譜―）五行（柴舟是韶州曲―）六行（文待詔書帖酷似山谷―）
十一行（懐素曰人並―）四行（璞山
　
先生之居―）
十四行（主人庭上有首陽山―）三行（一皿筍薇庭園所生―）八行（洵々然々、若陽潜庵先生、其学奉王氏―）二行（君若悪甜酒―）六行（日向暮矣―）罫紙十 前辱招飲於占春園―）何如璋詩稿六行（道溯唐虞三代還
占春園雅宴図
　
草稿
　
二枚
　
小品書画
横三字書「不如学」
　
亀田綾瀬（綾瀬梓書）
漢詩六行書「間行無幾里山色―」
　
尾藤水竹（水竹拙者）
漢詩五行書「腹有乾坤君識不―」
　
佐田竹水（ 水主人）
漢詩三行書「落々胸中竹―」
　
野田笛浦（笛浦小史）
山水画賛
　
桂崖画
　
安井息軒（半九陳人）四行漢詩
　
漢詩五行書「黄瞳鋭鼻悍其顔―」
　
羽倉簡堂（蓬翁用九）
　
漢詩五行書「天才英特素名流―」
　
島雪髯
　　　
漢詩六行書「花片乱残鳴暮禽―」
　
島雪髯
　　
漢詩四行書「辛未嘉平月録戒昱 」
　
齊梅皋（六十一叟梅皋
芳野金陵旧蔵資料目録（稿）
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泰）
　
三行書「学貴知要―」
 山田業広（椿庭主人）
　
漢詩四 罷官三首之一」
　
木原老谷（老谷）
漢詩五行書「満面痘痕髪掩眉―
　
塩谷簣山（簣山）
漢詩五行書「経史従来是我師―」
　
塩谷簣山（誠草）
漢詩四行書「路上答人」
　
清水楽山（楽山畸）
漢詩四行書「偶成」渡東嵎（東嵎）漢詩五行書「山居
　
渡東嵎（東嵎渡輿）
漢詩四行書「焚香洗鉢幾何年―」
　
松林飯山（飯山）
漢詩四行書「寄山中故人」
　
岡千仭（千仭生）
漢詩四行書「東海西洋一衣帯―」
　
川田甕江（瓮江漁夫）
漢詩九行書「金陵先生見寄復堂遺稿賦贈」
　
岡松甕谷（岡松
辰）漢詩五行書「庚子中秋泛遊 録博金陵老詞臺一粲
　
頼支峯
（復）二字書「思舊」
　
徳川昭武（壬申花月
　
鑾山）
三行書「應金陵先生之嘱」
　
五師辰
漢詩四 又向江湖―」
　（蓑橋漁隠）
漢詩三行書「欲浮一葦訪幽居―」
　
芳野金陵（金陵老人育）
漢詩四行書「想像幽人遵又寛―」
　
芳野金陵（金陵陳人育）
漢詩四行書「雖鵲有巣―」
　
芳野金陵（金陵陳人育）
漢詩四行書「遅雁斜行度
　
芳野世秀（秀野人）

